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歳の男性.両親はいとこ姫.26歳の時精上皮腫のため寮

丸摘除術を受けたが,この数年前から足底に難治性の丘

疹が出現 した.口腔内にも小丘疹が多発し,全消化管に

ポリポーシスを認めたため Cowden病と診断した.尚,

どちらの症例も染色体に異常は認められなかった.

2)Cronkhit.e-Canada症候群の1例
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今lgl]代々は Cronkhite-Canada症候群を経験 し8

年間に渡る経過観察を行ったのでここに報告する.

Cronkhit_e-Canada症候群の予後はこれまで不良

とされ,Clinical.malignancyとされてきた.しか し

紫近の報吉例の調杏では軽快例が増加 してさておi),経

過観察中に自覚症状が改善し,毛髪の再生,爪の発育 転

且られ,X線および内視鏡検査によi)ポリープの減少な

いし消失のみられた症例もかなり報告されている.本症

旦症状改善したが,ステロイド剤の中ILによi)再燃｣ 呼

びステロイド剤開始し長期のステロイド維持療法を行っ

たものである.約 6年間のステロイド治療後内服中.ll二し

2年間程過 しているが経過は良好である.再発の原田に

ついては,種々の要因が考えられるが.ステロイドの中

もわわる.

3) ステロ･イド療法 に抵抗 した Crollkhitp-

Canada症候群の一･剖検例
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4)当科における大腸腺腫症手術症例の検討
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<目的>大腸腺腫症手術症例の術式.病禅学的所見,

大腸外病変,予後について特徴を明らかにし.治療方針

を検討する.

<対象>1961年から1996年5月までに,当科で経験

した16例.

全摘 ･直腸粘陳抜去 ･W 型回腸蕪を用いた回腸旺門吻

合術を標準術式としており.二期的手術3例.病理学的

所.削ま非密生型13例,密生型 3例.sm 以深痛 合併率8

例,25･･-63(45)読.大腸外病変は胃腺瞳2札 胃ポリー

プ5例,卜二相牌腺腫 2例,乳頭部腺腫4例.網膜色素

卜皮異常 1例,顎骨内骨病変 5例.術後デスモ イド腫略

発生 1例 .十年生存率は,90%,癌合併例83%,非堰合

併例100%.

<結語>1.25歳以前に根治手術を行うべきと思われ

ら.2.当科標準術式は本症患者に対する標準術式 とし

て妥当と思われる.3.大腸外病変の経過観察,家族腔

の経時的聴取を確実に行うことが重要である.

5)大腸ポリポーシス切除例の検討
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6)当科の大腸ポ リポー シス手術例
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過去10年間の大腸腺腫症手術例は6例で.男性 5例,

女性 1例でした.初回手術年齢は平均 41.3歳,全刑に

大腸癌の家族歴はありません.進行癌合併症例が 3例,

腺腫内癌合併症例が3例でした.経過,術式に間違のあっ

た2例を提示 します.第 1例は全大勝密集型で,常年期

に結腸全摘術が施行され経過観察を行っていました.25


